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研究よりも教育重視という時流に乗って、バリバリ毅 毅 毅 毅仕事をこなす教員を代表させている。但しこのようなキャラク
ターが一方的に良いとの立場もとっていない。また「若手の女性専任講師」は教育経験が浅く不安を抱えているがIT


















１授業を組み立てよう ２話し方に注意しよう ３板書に注意しよう ４情報機器を利用しよう
３．学生の参加を促そう
１学生とコミュニケーションをとろう ２私語に対処しよう ３グループ学習をしよう ４ディスカッ
ションをしよう
４．授業時間外の学習をさせよう
１予習・復習をしよう ２レポートを書かせよう ３個人およびグループの発表の準備をしよう
５．成績評価をしよう
１成績評価の基本原則とは ２成績評価の実際 ３成績評価で気をつけるべきこと
６．多様な受講生に配慮しよう
７．公開授業をしよう
第３章 授業の新しい試み（特色ある授業実例集）
１．経済学教育における実験（ゲーム）の利用
２．ビデオ教材による、税務会計の学習（マルサの女をマルサする）
３．大講義科目におけるTips～Web上で、教室で
４．ビデオ撮影を利用した実践的英語会話コース
５．グループワーク導入の試み
６．ディベートに特化した授業
７．PowerPoint教材による授業の一つの試み
参考文献、索引
（B6判、全１１１頁）
第１章で最近の学生気質の変化と、それに対し大学や教員の側でどのように対処すべきかについて触れ、第２章は
「第２回アンケート」にほぼ沿ったかたちで構成し、第３章では会話形式ではなく、何人かの教員に「特色ある授業の
実例」を書いてもらった。
この構成を先行事例と比較すると１３）、最近の時流や学生気質の変化への対応について述べた部分に１章を割いてい
ることが本書の構成上の一つの特徴となっている。冒頭で述べたような問題意識がこういったかたちでも現れている。
第３章の「実例集」は山形大学の例に倣った。また第２章で具体的に取り上げた事項（例えばシラバスの書き方とか
教材の選び方、板書のしかた、話し方等々）は先行事例と大差ないが、その取り上げ方や対策という点では、先行事
例にない、ユニークな面が多々見られる。ここでその一つ一つについて詳細に紹介する余裕はないが、一例として、
冒頭で触れた私語対策について取り上げてみよう。
私語対策は一般的には「学生に（私語は）ルール違反であることを伝える」あるいは「それを許さないという姿勢
を示す」１４）といったところが相場であろうが、本書では、第２回アンケートの回答を参考にし、そのような対策以外
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に「最近の学生は９０分の授業に耐えられないという話もちょくちょく聞きますし、“ネタ”をまぜるなど、学生を飽き
させない工夫も必要やと思います。」１５）とか「怒鳴るとクラスの雰囲気が悪くなるので、私語対策は授業の合間にお
しゃべりタイムをもうけるなどの別の方法にトライしよう。」１６）などとしている。最近の学生の気質の変化や、関西
の学生が中心の、中位の私学という状況の中では、こういった考え方も出てくるのである。
また表紙及び本文中のイラストを学内（私のゼミ）のデザイン部の学生に依頼した。すでに山形大学のハンドブッ
クでもイラストに学生を起用しているが、これも手作り感を出してできるだけ読みやすい、親しみやすいものにする
という意味では有効であったと思う。また経費の節約という意味でもよかった。
おわりに～『授業改善のヒント』作成過程におけるFD効果～
以上のような本書を刊行したことにもし意義があるとすれば、次のようにまとめることができようか。まず第一に、
これまで国立大学がリードしてきたと思われる授業改善法の開発に対し、私大初のハンドブックとして特大授業など
私大に特徴的な問題を取り上げ、さらに最近の学生の気質の変化をもふまえて対応策を示していること、第二に、特
定の人間もしくはグループによる仕事ではなく、アンケートを通して学内の声を広く反映し、学内の教員全体の所産
となっていること、第三に、会話形式というユニークな方法を通して親しみやすさ、読みやすさを出したこと、第四
に、学内の学生にイラストを依頼するなどして手作り感を出したこと等である。
『授業改善のヒント』はまだ完成したばかりであり、学内の教員に配布したとはいえ、この書による効果がいかほ
どか、前述のような工夫は功を奏したか、といったようなことはもう少し時間が経ってみなければわからない。これ
らについては、センターによっていずれ何らかのかたちで総括がなされるであろう。しかし図らずも、ここに至るま
での間にすでに相当なFD効果があったように思われる。そのことは、まずアンケートに寄せられた回答の膨大さに
端的に表れている。またそれらを整理しまとめる作業、及びその過程での議論は、たいへん煩雑ではあったけれども
「素人集団」であるわれわれFD委員にとってもよい勉強となった。すなわち、完成されたハンドブックを配布するこ
とからFDが始まるのではなくて、アンケートからハンドブック刊行に至るまでの過程そのものが、回答を寄せたか
否かに関わらず、教員にとって自己の授業のあり方をふり返り授業というものを考え直す、言いかえればFDという
ものを再認識するよい機会になったと考えられるのである。
最後に、今回のハンドブック作りは、広く教員に事例を求めたこともあり、これまでのところ「実感のこもった内
容となっている」「私大教員のため息が聞こえてくるようだ」「センスの良い編集」などと好評をいただいているが、
私なりの反省点としては、教員ばかりでなく学生にも学生向けのアンケートを作って意見を聞き、それも内容に反映
させればもっと厚みのあるものになったのではないか、と思っている。教員サイドからの見方だけでなく、逆の立場
からの見方も必要なのではないかということである。例えば、教員の考える「良い板書のしかた」と学生の考えるそ
れとは必ずしも一致しないかも知れない。話し方や情報機器の使い方にしても然りである。今後この種のハンドブッ
クを作る向きは、こういったことも考慮に入れていただければと思う。
註
１） 池田輝政・戸田山和久・近田政博・中井俊樹２００１『成長するティップス先生』玉川大学出版部、授業改善ハン
ドブック編集委員会編２００３『あっとおどろく授業改善─山形大学実践編─』山形大学教育方法等改善委員会。
２） ２００６年１月１９日刊。
３） 平成１５年４月１日制定「京都産業大学教育エクセレンス支援センター規程」第２条。
４） 京産大ではセンター設置以前から、教務部主催で学生による授業アンケートを行っていたが、平成１６年度より
センター主催となった。
５） 京産大の教育プログラム支援制度とは、すぐれた教育プログラムをつくった教員もしくは教員のグループに、
その教育を推進するための助成金を与える制度で、平成１７年度より開始された。センターは申請されたプログラ
ムを審査し、採否を決定する。
６） 『教育エクセレンスNewsLeter』は平成18年12月1日までに第１２号まで刊行されており、Web上でも公開さ
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れている（htp://www3.kyoto-su.ac.jp/outline/excelence/excelence01.html#03）。
７） 平成１５年１０月８日付「第１回FDアンケートのお願い」（教育エクセレンス支援センターFD推進委員会）。
８） 詳細を知りたい方は「NewsLeter」第２号（平成１６年３月）を参照されたい。
９） 教育エクセレンス支援センターFD推進委員会２００４「第１回FDアンケート調査の結果について」『教育エクセ
レンスNewsLeter』第２号、５頁。
１０） 平成１５年１１月１２日付「第２回FDアンケートのお願い」（教育エクセレンス支援センターFD推進委員会）。
１１） 同前。
１２） 平成１６年６月９日付「第２回FDアンケート回答に見る授業改善の工夫─第２回FDアンケート最終まとめ─」
（京都産業大学教育エクセレンス支援センターFD推進委員会）６頁。
１３） 構成のみにとどまらず、内容にまで踏み込んで先行事例と比較検討することは有意義だと思うが、本稿の目的
は「経緯と工夫」の紹介であるし、そのような作業は客観的に見られる立場の方にやっていただく方が望ましい
と考えるので、ここでその問題に深入りすることは避ける。
１４） 前掲『成長するティップス先生』８２頁。
１５） 京都産業大学FD推進委員会（編）２００６『授業改善のヒント─京都産業大学の試み─』京都産業大学教育エク
セレンス支援センター、２１頁。
１６） 同前５２頁。
付 記
本稿は、筆者が前任校の京都産業大学在籍中に同僚とともに取り組んだFD活動の一端を、平成１８年３月２７・２８日
に京都大学において開催された第１２回大学教育研究フォーラムにおいて、当時同大学教育エクセレンス支援センター
副センター長であった立場から同僚を代表して発表した内容をまとめたものである。なお『授業改善のヒント─京都
産業大学の試み─』は市販してはいないが、入手を希望する方は、同大学教育エクセレンス支援センターに連絡して
いただければ可能な限り応じてくれるはずである。
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